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男子 女子

1 滋賀県立比良山岳センタ ー 滋賀 H9. 3. 23 北村　 伸之（ 大阪： 平野） 岸本　 樹香（ 兵庫： 柏原）

2 大阪府民の森ほし だ園地 大阪 H9. 11. 16 足立　 裕樹（ 兵庫： 武庫工業） 中　 亜友美（ 大阪： 大東）

3 神戸登山研修所 兵庫 H10. 11. 15 藤本　 　 悠（ 兵庫： 夢野台） 中　 亜友美（ 大阪： 大東）

4 滋賀県立比良山岳センタ ー 滋賀 H11. 11. 14 藤本　 　 悠（ 兵庫： 夢野台） 河合未登里（ 滋賀： 草津東）

5 紀三井寺公園　 登はん競技場 和歌山 H12. 11. 12 田中　 　 純（ 滋賀： 能登川） 河合未登里（ 滋賀： 草津東）

6 大阪成蹊女子短期大学　 ト ロ ワ ジム 大阪 H13. 11. 11 澤田　 英之（ 大阪： 長尾谷） 金谷　 名恵（ 大阪： 清教学園）

7 神戸登山研修所 兵庫 H14. 11. 10 岡田　 　 悠（ 滋賀： 北大津） 金谷　 名恵（ 大阪： 清教学園）

8 やま びこ く ら ぶ 京都 H15. 11. 9 清水　 　 淳（ 京都： 京都学園） 松田　 望花（ 滋賀： 東大津）

9 大阪府民の森ほし だ園地 奈良 H16. 11. 13 松田　 竜一（ 京都： 向陽） 寿村尚良余（ 大阪： 藤井寺）

清水　 　 淳（ 京都： 京都学園） 寿村尚良余（ 大阪： 藤井寺）

藤田実弥子（ 兵庫： 三木）

11 大阪府民の森ほし だ園地 大阪 H18. 11. 10 常深　 一成（ 兵庫： 小野工業） 藤田実弥子（ 兵庫： 三木）

12 神戸登山研修所 兵庫 H19. 11. 10 梅村　 智己（ 京都： 洛東） 大西　 　 光（ 滋賀： 甲西）

13 同志社大学山岳部ク ラ イ ミ ングセンタ ー 京都 H20. 11. 9 久下　 陸弥（ 大阪： 山田） 大西　 　 光（ 滋賀： 甲西）

14 滋賀県立比良山岳センタ ー 滋賀 H21. 11. 8 友田　 敦士（ 滋賀： 八幡） 大西　 　 光（ 滋賀： 甲西）

15 大阪府民の森ほし だ園地 奈良 H22. 11. 13 本郷　 真一（ 京都： 舞鶴工業高等専門学校） 芦田　 早紀（ 兵庫： 柏原）

16 ナカガイ ク ラ イ ミ ン グ堺リ ード ジム 大阪 H23. 11. 12 森川　 詩音（ 兵庫： 明石） 櫓木あかね（ 兵庫： 夢野台）

17 紀三井寺公園　 登はん競技場 和歌山 H24. 11. 10 野村　 英司（ 大阪： 大商学園） 櫓木あかね（ 兵庫： 夢野台）

18 グラ ビティ リ サーチなんば 兵庫 H25. 11. 9 木本  功太（ 京都： 洛東） 大植麻亜耶（ 兵庫： 神戸学院大学附属）

19 南部高等学校ク ラ イ ミ ングウ ォ ール 和歌山 H26. 11. 10 久貝　 悠太（ 京都： 京都学園） 大植麻亜耶（ 兵庫： 神戸学院大学附属）

20 グラ ビティ リ サーチひめじ 京都 H27. 11. 14 岡本　 季大（ 奈良： 奈良北） 森脇ほの佳（ 大阪： 昇陽）

21 比良げんき 村　 人工登はん壁 滋賀 H28. 11. 13 八田　 佳之（ 京都： 洛東） 宮田　 百花（ 奈良： 西の京）

22 常翔啓光ク ラ イ ミ ン グウ ォ ール 奈良 H29. 11. 12 中山　 祐正（ 京都： ｸﾗ ｸー記念国際） 黒岡　 水夢（ 大阪： 藤井寺）

23 常翔啓光ク ラ イ ミ ン グウ ォ ール 大阪 H30. 11. 11 中村　 佳祐（ 兵庫： 明石工業高等専門学校） 黒岡　 水夢（ 大阪： 藤井寺）

24 グラ ビティ リ サーチ　 ひめじ 兵庫 R1. 11. 9 奥本　 遥琉（ 京都： 嵯峨野） 井内　 瑠南（ 大阪： 昇陽）

25 グラ ビティ リ サーチ　 サンガ 京都 中止

26 比良げんき 村　 人工登はん壁 滋賀 R3. 11. 13 塩沢　 勇斗（ 大阪： 常翔啓光学園） 小山　 芹菜（ 大阪： 大阪緑涼）

27 常翔啓光ク ラ イ ミ ン グウ ォ ール 奈良 R4. 11. 12 隅谷　 　 樂（ 兵庫： 明石工業高等専門学校） 東　 　 陽妙（ 奈良： 畝傍）

28 常翔啓光ク ラ イ ミ ン グウ ォ ール 和歌山 R5. 10. 28 藏敷　 慎人（ 大阪： 箕面自由学園） 大川　 花愛（ 大阪： 常翔啓光学園）

29 常翔啓光ク ラ イ ミ ン グウ ォ ール 大阪 R6. 10. 26 山口　 夢空（ 奈良： 高田商業） 稲田　 和華（ 滋賀： 草津東）

30 常翔啓光ク ラ イ ミ ン グウ ォ ール 京都 R7. 10. 18

近畿高等学校ス ポーツ ク ラ イ ミ ン グ大会の「 あし あと 」

10

回 開催場所 主管 開催日

H17. 11. 12

優勝者名（ 府県： 学校名）

紀三井寺公園　 登はん競技場 和歌山



第３ ０ 回近畿高等学校ス ポーツク ラ イ ミ ング大会 大会役員 

 

 

１ ． 名 誉 会 長  藤本 直民（ 近畿地区山岳連盟会長・ 奈良県山岳連盟会長）  

２ ． 会    長  浅川 又一（ 近畿高等学校体育連盟会長・ 大阪高等学校体育連盟会長）  

３ ． 副 会 長  岸  智昭（ 近畿高等学校体育連盟副会長・ 滋賀県高等学校体育連盟会長）  

北中 睦雄（ 近畿高等学校体育連盟副会長・ 兵庫県高等学校体育連盟会長）  

稲葉  功（ 近畿高等学校体育連盟副会長・ 奈良県高等学校体育連盟会長）  

川口 勝也（ 近畿高等学校体育連盟副会長・ 和歌山県高等学校体育連盟会長）  

柏木 佳久（ 近畿高等学校体育連盟副会長・ 京都府高等学校体育連盟会長）  

川畑由美子（ 京都府高等学校体育連盟登山専門部長）  

４ ． 顧    問  澤山  惠（ 滋賀県山岳連盟会長）  

                    湯浅 誠二（ （ 一社） 京都府山岳連盟会長）  

          小畑 和人（ （ 一社） 大阪府山岳連盟会長）  

          古賀 英年（ 兵庫県山岳連盟会長）  

          寺谷  敦（ 和歌山県山岳連盟会長）  

５ ． 参    与  田中 克介（ 近畿高等学校体育連盟登山専門部長・ 和歌山県高等学校体育連盟登山専門部長）  

          瀬戸川昌之（ 滋賀県高等学校体育連盟登山専門部長）  

          浅田 充彦（ 大阪高等学校体育連盟登山専門部長）  

上月 通男（ 兵庫県高等学校体育連盟登山専門部長）  

          荒木 保幸（ 奈良県高等学校体育連盟登山専門部長）  

６ ． 大 会 委 員 長  加藤 宗利（ （ 一社） 京都府山岳連盟専務理事）  

７ ． 大会副委員長  山田 收彦（ 滋賀県高等学校体育連盟理事長）  

          山本 益久（ 大阪高等学校体育連盟理事長）  

          髙尾 賢司（ 兵庫県高等学校体育連盟理事長）  

          西岡  健（ 奈良県高等学校体育連盟理事長）  

          安藤 慎介（ 和歌山県高等学校体育連盟理事長）  

          白岩 志朗（ 京都府高等学校体育連盟理事長）  

下庄 秀生（ 京都府高等学校体育連盟登山専門部委員長）  

８ ． 委    員  片岡 幸一（ 滋賀県山岳連盟理事長）  

石田 英行（ （ 一社） 大阪府山岳連盟専務理事）  

          難波悌次郎（ 兵庫県山岳連盟理事長）  

前田 善彦（ 奈良県山岳連盟理事長・ 奈良県高等学校体育連盟登山専門部委員長）  

白子 欽也（ 和歌山県山岳連盟理事長）  

          髙間  一（ 滋賀県高等学校体育連盟登山専門部委員長）  

森  昌範（ 京都府高等学校体育連盟登山専門部委員長）  

          國井 英輔（ 兵庫県高等学校体育連盟登山専門部委員長）  

石田 道幸（ 和歌山県高等学校体育連盟登山専門部委員長）  

  



競  技  役  員 

競 技 委 員 長 下庄 秀生（ 京都・ 同志社）   

競技副委員長 髙間  一（ 滋賀・ 守山）   

 森  昌範（ 大阪・ 常翔啓光学園）   

 國井 英輔（ 兵庫・ 尼崎工業）   

 前田 善彦（ 奈良・ 添上）   

 石田 道幸（ 和歌山・ 和歌山工業）   

審 査 委 員 長 髙間  一（ 滋賀・ 守山）   

審 査 委 員 下庄 秀生（ 京都・ 同志社）   

 北田 広明（ 大阪・ 常翔啓光学園）   

 國井 英輔（ 兵庫・ 尼崎工業）   

 前田 善彦（ 奈良・ 添上）   

 石田 道幸（ 和歌山・ 和歌山工業）   

チーフ ルート セッ タ ー 奥井 健吾  

ル ー ト セ ッ タ ー 本郷 真一 平嶋 拓大 

ビ レ ー ヤ ー 酒井 英人（ 滋賀・ 守山）  田中 健一（ 京都・ 乙訓 ）  

 森  昌範（ 大阪・ 常翔啓光学園）    尾﨑 竜平（ 兵庫・ 夢野台）  

        岡本  真（ 奈良・ 王寺工業）  林  靖之（ 和歌山・ 市立和歌山）  

タ イ ム キ ー パ ー 日下 義晴（ 京都・ 京都先端科学大学附属）  西  佑介（ 京都・ 舞鶴工業高等専門学校）  

コ ー ル 稲村 玲士（ 京都・ 北桑田）  糸井 剛志（ 京都・ 洛北）  

 河端  梓（ 京都・ 乙訓）   

Ｖ Ｔ Ｒ  谷口  悟（ 京都・ 嵯峨野）  鈴木 享子（ 京都・ 洛東）  

記 録 ・ 集 計 鎌原 伸博（ 京都・ 京都産業大学附属）  

   

   

                                                           

 

運 営 役 員 

運 営 委 員 長 稲村 玲士（ 京都・ 北桑田）   

運営副委員長 下庄 秀生（ 京都・ 同志社）   

受 付 ・ 会 計 糸井 剛志（ 京都・ 洛北）   

会 場 下庄 秀生（ 京都・ 同志社）   

 

 



第３ ０ 回近畿高等学校ス ポーツク ラ イ ミ ング大会 式次第 

 

 

◇開会式 令和７ 年１ ０ 月１ ８ 日（ 土） ９ ： ０ ０ ～９ ： ２ ０  

 

常翔啓光ク ラ イ ミ ングウ ォ ール 

（ 司会： 運営委員長 稲村 玲士）  

開会宣言             近畿高等学校体育連盟登山専門委員長  石田 道幸 

優勝杯等返還・ レ プリ カ授与    （ 一社） 京都府山岳連盟会長      湯浅 誠二 

近畿高等学校体育連盟登山専門委員長  石田 道幸 

挨拶               （ 一社） 京都府山岳連盟会長      湯浅 誠二 

近畿高等学校体育連盟登山専門委員長  石田 道幸 

審査委員・ ルート セッ タ ー紹介   競技委員長              下庄 秀生 

競技上の注意           審査委員長              髙間  一 

選手宣誓             京都府代表選手            宮本 幹大 

                                    西口 波音 

諸連絡              運営委員長              稲村 玲士 

 

 

 

◇閉会式 令和７ 年１ ０ 月１ ８ 日（ 土） １ ５ ： ３ ０ ～１ ６ ： ０ ０  

 

常翔啓光ク ラ イ ミ ングウ ォ ール 

（ 司会： 運営委員長 稲村 玲士）  

成績発表             審査委員長              髙間  一 

表彰               （ 一社） 京都府山岳連盟会長      湯浅 誠二 

                 近畿高等学校体育連盟登山専門委員長  石田 道幸 

講評               審査委員長              髙間  一 

                 ルート セッ タ ー            奥井 健吾 

挨拶               （ 一社） 京都府山岳連盟会長      湯浅 誠二 

                 近畿高等学校体育連盟登山専門委員長  石田 道幸 

次年度開催府県挨拶        滋賀県高等学校体育連盟登山専門委員長 髙間  一 

閉会宣言             近畿高等学校体育連盟登山専門委員長  石田 道幸 

諸連絡              運営委員長              稲村 玲士 

 

 

 

第３ ０ 回近畿高等学校ス ポーツク ラ イ ミ ング大会予選 競技順 

 

１ ． 予選の競技順は、 次のよ う に申し 合わせていま す。  

専門委員長会議で前も って枠を決定し 、 エント リ ー後、 各府県の予選順位順に競技順を決定する 。  

 

今年の競技順は近畿高等学校ス ポーツク ラ イ ミ ング大会運営会議で抽選し ま し た。  

今年度抽選結果 １ ： 兵庫県 ２ ： 和歌山県 ３ ： 大阪府 ４ ： 奈良県 ５ ： 京都府 ６ ： 滋賀県 
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第 30 回近畿高等学校スポーツクライミング大会実施要項 
 

１．目的 高等学校登山部生徒の技術・体力の向上とスポーツクライミングの普及をめざす。 
 
２．主催 近畿地区山岳連盟 

近畿高等学校体育連盟 
 
３．主管 京都府山岳連盟 
     近畿高等学校体育連盟登山専門部 
     京都府高等学校体育連盟登山専門部 
 
４．期日 令和７年（2025）10 月 18 日（土）９：00～16：00（予備日 19 日（日）） 
 
５．会場 常翔啓光クライミングウォール 
     常翔啓光学園中学校・高等学校  大阪府枚方市禁野本町 1-13-21  ℡072-848-0521 
                      （京阪交野線宮之阪駅より徒歩７分） 
 
６. 内容・日程 

日 時 内 容 備 考 
10/16（木） 
10/17（金） 

ルートセット・大会準備 

予備日 
 
 

10/18（土） 
 8：00～ 
 8：30～ 
 9：00～ 
 9：30～ 
 
12：30～ 
13：30～ 
 
15：30～ 
16：00 

 
役員打ち合わせ 
受付 
開会式 
予選 
 
昼食 
 決勝(女子→男子) 
 
閉会式 
解散 

 
 
 
☆予選 フラッシング・リード方式 
  男女別各１コース･制限時間４分 
 
 
☆決勝 オンサイト・リード方式 
  男女別各１コース･制限時間６分 
 
 

 
７. 競技規定 JMSCA スポーツクライミング競技規則ならびに本大会競技規則による。 
  ■JMSCA スポーツクライミング競技規則は以下の URL からダウンロードできます。 

https://www.jma-sangaku.or.jp/sports/sc_info/rule/ 
 
８. 参加資格 各府県高等学校体育連盟登山専門部に加盟し、（公社）日本山岳・スポーツクライミン 

グ協会選手登録を完了している高等学校の生徒で、各府県の予選または推薦による参加資格を得た者。 
 
９．選手 72 名(男子 42 名・女子 30 名) 

 男子選手 女子選手 
参 加 各 府 県 ７名 ５名 

 
10．服装 スポーツクライミングに適したもの 
 
11．用具 ハーネス・クライミングシューズ・チョークバック、ロープ（各自準備すること） 
 

https://www.jma-sangaku.or.jp/sports/sc_info/rule/
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12．参加費（１） 4,500 円／人 
（２） 参加費は申し込み時までに、下記口座に振り込みで送金してください。 

京都中央信用金庫 北烏丸支店  普通口座 番号 0899838 
（名義）京都府高等学校体育連盟登山専門部 会計 糸井剛志（いといたけし） 
※手数料は各校で負担お願いします。 

（３）参加費は大会が中止された場合でも、全額返金できないことがあります。 
     
13. 連絡事項 
（１）申込書への入力は「Google Classroom」を使用します。申込は以下の手順で行ってください。 

 

ア）事前手続きとして、大会出場校の監督（教員）は至急、京都府の鎌原までメール連絡を行ってくださ 

い。（メールアドレス： kyoto.h.tozan@gmail.com）返信されたメールで「認証」をクリック（タッ 

プ）すると「Google Classroom」での入力が可能になります。 

（返信メールの到着には数日かかります。事前手続きは余裕をもって行ってください） 

イ）10 月７日（火）までに、「Google Classroom」内の申込書に必要事項を入力してください。（選 

手の各府県内予選の順位、最高登はんグレード（わかる範囲で）、JMSCA 選手登録 ID を忘れずに） 

なお、入力内容は各府県専門委員長がオンライン上で随時確認できますので、メール送信は不要です。 

ウ）10 月 10 日（金）までに、次の A．B２つの書類の画像データ（写真）を、「Google Classroom」 

内の該当欄に添付してください。 

A．上記申込書を紙に打ち出し、所定欄に学校長印を押したもの（部長印はこの時点では不要） 

B．参加費を送金した受領書 

エ）各府県で指定された期日までに、A．の押印済申込書を各府県の専門委員長に郵送してください。 

（各府県の専門委員長は A．の押印済申込書をとりまとめ、各府県の部長印をいただいてください。 

完成した申込書は大会当日、専門委員長から大会本部に提出してください。 

 
（２）選手変更については、選手変更届を大会当日受付終了時までに大会事務局へ届け出てください。 

（３）予選で登る順番は、各府県の予選順位の下位からとします。 

（４）選手の各府県内予選順位、クライミング経験・オンサイト最高グレードを申込用紙に記入してください。 

（５）前日泊については、斡旋しません。 

（６）昼食は各自で準備してください。 

（７）決勝進出者はアイソレーション・ゾーン内の決まった場所で昼食を取ることになります。あらかじめ、 

調理しなくても食べられる昼食を用意しておいて下さい。 

（８）アイソレーション・ゾーンにビデオその他の記録用機器、携帯電話その他の通信用機器を持ち込むこと 

はできません。 

（９）大会中の負傷等について、応急処置のみ行ないます。 

（10）10 月 16 日からの大会準備期間中はルートセットのため、選手及びその関係者は会場付近に近づくこと 

を禁止します。 

（11）荒天による中止の連絡は 10 月 17 日（金）11：00 に判断し、各府県の委員長を通じて連絡します。 

各府県で事前に連絡方法などを決めておいてください。 

（12）監督、応援の保護者等の車両の学園校地内への乗り入れはできません。近隣の商業施設等の駐車場（有 

料）をご利用ください。 

（13）ご不明な点があれば、各府県にてご確認の上、下記の申込先へお問い合わせ下さい。 

 

＜申込、問い合わせ先＞ 

〒 606-8558 京都市左京区岩倉大鷺町 89  

同志社高等学校 下庄秀生（けしょう ひでお） 宛 
TEL 075-781-7121  FAX 075-781-712４ 
e-mail hkeshou@js.doshisha.ac.jp 

mailto:kyoto.h.tozan@gmail.com
mailto:hkeshou@js.doshisha.ac.jp


3 

近畿高等学校スポーツクライミング大会競技規則 
 
１．競技内容 
    １）リード（指定されたルートを、選手が各クイックドローに順番にクリップしながら登る）方式で行い、ルートの 

ラインに沿った獲得高度で順位を決定する。（個人種目） 
   

２）ただし、当面トップロープ・バックロープ方式を併用することがある。トップロープ方式で行う場合、以下の規則 
の内、クリップに関わるものは除外する。 

   
３）競技時間は、予選４分前後、決勝６分前後とするが、変更がある場合は審査委員長が競技説明時に公表する。 

 
２．競技方法 
   １）予選 
    ａ）フラッシング方式で実施する。 
       ｂ）登る順番は、各府県予選の下位からとし、府県順は別途定める。 

ｃ）デモンストレーションについては当日予選開始前または事前の映像配信にて行う。 
       ｄ）競技中 
       ① 選手の身体の全てが地面から離れたときをもってアテンプト開始とし、競技時間の計測を開始する。 

② 選手は随時、残り競技時間を確認することができる。 
（トップロープ方式で実施の場合は、以下③～⑤は除外） 
③ 選手は、クイックドローのカラビナに順番にレジティメイト・ポジションでクリップしなければならな 

い。この場合のレジティメイト・ポジションは（足で引き上げたりすることなく）手でクイックドローに 
触れることのできる範囲にあることを言う。このレジティメイト・ポジションにある限り、選手はクリッ 
プのためにクライムダウンすることができる。 

④ 安全上など特別な事情があるとき、特定のクイックドローについて、特定のホールドかその手前からク 
リップするように定めることができる。その場合は、その旨を競技開始前に全選手に伝達し、そのホール 
ドとクイックドローは明瞭に青の十字でマーキングをし、オブザベーション中にも注意を与える。 

⑤ Ｚクリップがあった場合、選手は（必要があればクライムダウンして）Ｚクリップとなっている（上下 
のクイックドローのうち）いずれかのカラビナの解除と再クリップをして修正しなければならない。修正 
後は全てのクイックドローにクリップされていなければならない。 

 
   ２）決勝 
    ａ）オンサイト方式で実施する。 
       ｂ）予選で下位のものから登る。 
       ｃ）アイソレーション 
        ① 指定された時刻までにアイソレーション・ゾーンに入らなければならない。 

② アイソレーション・ゾーンに待機中の選手は、競技を終えた選手、顧問（監督）、観客などと接触した 
り会話を交わしたりしてはならない。 

③ 選手は競技エリアにいる間を通じてアイソレーション状態にあり、いかなる方法であれ、競技エリア外 
にいる者に情報を求めることがあってはならない。 

④ 一切の電子通信機器を競技エリアに持ち込むことはできない。 
       ｄ）オブザベーション 
        ① オブザベーションは６分間とする。 

② 双眼鏡の使用と、手書きのスケッチと記録を取ることはできるが、ビデオその他一切の記録用機器の使 
用はできない。 

③ オブザベーション中に、オブザベーション・エリア外の者と連絡をとってはならない。 
④ 両足が地面から離れない状態でホールドに触れてもかまわない。 
⑤ そのルートに特別の事情やルールがある場合、ルートセッターが説明する。また、質問に答える場合、 

全員に聞こえるようにする。 
       ｅ）競技中 
        ① 選手は、競技エリアに入った時から 40 秒間の最終オブザベーションの時間が認められる。この時間は 

そのルートの競技時間には含まれない。40 秒経過後もアテンプトを開始しない場合、審判はただちにス 
タートするよう指示し、それでも登らないときは失格とする。 

② 選手は随時、残り競技時間を確認することができる。 
③ 選手は、クイックドローのカラビナに順番にレジティメイト・ポジションでクリップしなければならな 

い。この場合のレジティメイト・ポジションは（足で引き上げたりすることなく）手でクイックドローに 
触れることのできる範囲にあることを言う。このレジティメイト・ポジションにある限り、選手はクリッ 
プのためにクライムダウンすることができる。 

④ 安全上など特別な事情があるとき、特定のクイックドローについて、特定のホールドかその手前からク 
リップするように定めることができる。その場合は、その旨を競技開始前に全選手に伝達し、そのホール 
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ドとクイックドローは明瞭に青の十字でマーキングをし、オブザベーション中にも注意を与える。 
⑤ Ｚクリップがあった場合、選手は（必要があればクライムダウンして）Ｚクリップとなっている（上下 

のクイックドローのうち）いずれかのカラビナの解除と再クリップをして修正しなければならない。修正 
後は全てのクイックドローにクリップされていなければならない。 

 
３．アテンプトの完了 
  １）完登の定義 
      リード方式 …… 競技時間内にルートの最終クイックドローのカラビナ等にロープをクリップしたとき。 
    トップロープ方式 …… 最終ホールドを保持（片手でよい）したとき。 
 
  ２）アテンプト終了 
      ａ）墜落した。 
      ｂ）競技時間を超えた。 
    ｃ）デマケーションエリア（連続的かつ明確に識別できるように黒テープで使用制限された壁の一部、ホールド、 

はりぼてなど）を使用した。 
    ｄ）クライミング・ウォールに開けられているボルト・オン・ホールド取り付け用の穴を手で使用した。 
    ｅ）クライミング・ウォールの左右または上端のエッジを使用した。 
      ｆ）ボルト、ハンガー、クイックドローを登るために使用した。 
    ｇ）クイックドローへの規則に従ったクリップを行わなかった。 
    ｈ）アテンプト開始後、身体のいずれかの部分が地面に戻った。 
    ｉ）何らかの人工的登攀手段を用いた｡ 
      ｊ）ロープにテンションがかかった。（自重をあずけた) 
      ｋ）観客からルートやムーブの指示があった。（違反が明瞭な場合、選手は失格、観客は退場）停止事項があった 

場合、審判は競技の中止を命じ、停止事項が生じた時点のホールドの位置が記録となる。 
 
４．成績の判定 
   １）成績は、競技終了時までに保持または使用したルートのライン上の最遠点のホールドで決定される。 
    

２）① 保持したホールドの高度には末尾記号をつけない。 
    ② 保持し、その地点からルート上を前進するための動作を起こしたホールドの高度には（＋）の末尾記号をつけ

る。 
 
５．テクニカル・インシデント 
  １）テクニカル・インシデントとは以下のようなものである。 
    ａ）ホールドの破損又は緩み。 
    ｂ）クイックドローのカラビナが正しい位置にない。 
    ｃ）ロープが張られることで、選手の補助又は妨害になった。 
    ｄ）その他、選手の動作の結果でないところの事柄が、選手に不利又は有利にはたらいた。 
 
  ２）選手が墜落し、それがテクニカル・インシデントに原因すると、その時点で申告した場合、選手は直ちに別に設け 

られたアイソレーション・ゾーンへ移され、調査結果が出るまで待たなければならない。 
 
  ３）テクニカル・インシデントを被った選手は、別に設けられたアイソレーション・ゾーンでの回復期間（５人以内ま 

たは最大２０分後）を認められ、審査委員長は選手の再アテンプトの時刻を決定する。 
 
  ４）再アテンプト終了後、選手はそのアテンプトの中で達成した良い方の成績が認められる。 
 
６．ランキングの決定 
   １）決勝での順位を総合順位とする。 
   ２）決勝で同位(タイ)の場合は、予選順位が上位のものを上位とする。 
   ３）予選も決勝も同位の場合は、決勝の所要時間の短いものを上位とする。 
   ４）決勝に進まなかったものについては、予選の順位によって総合順位を決定する。 

 
 
 
 

附則  平成 16 年６月 18 日第 09 回近畿高等学校スポーツクライミング大会運営会議にて  改正 
平成 21 年６月 26 日第 14 回近畿高等学校スポーツクライミング大会運営会議にて  改正 
平成 24 年６月 29 日第 17 回近畿高等学校スポーツクライミング大会運営会議にて  改正 
平成 25 年６月 28 日第 18 回近畿高等学校スポーツクライミング大会運営会議にて大幅改正 
平成 29 年６月 23 日第 22 回近畿高等学校スポーツクライミング大会運営会議にて  改正 
令和 06 年６月 28 日第 29 回近畿高等学校スポーツクライミング大会運営会議にて  改正 



男子

府県 ゼッケン 名前 なまえ 学校名 学年

兵庫県 Mー37 水谷　生 みずたに　せい 神戸山手グローバル 1年

Mー31 菅　哉翔 かん　かなと 尼崎双星 2年

Mー25 林　優太 はやし　ゆうた 琴丘 2年

Mー19 池田　彩人 いけだ　あやと 蒼開 1年

Mー13 村山　雄祐 むらやま　ゆうすけ 夢野台 2年

Mー7 中井　凛太朗 なかい　りんたろう 夢野台 1年

Mー1 森　駿翔 もり　はやと 夢野台 2年

大阪府 Mー39 東口　督 ひがしぐち　とく 高石 2年

Mー33 森芳　莉久 もりよし　りく 常翔啓光学園 1年

Mー27 時岡　覇帆 ときおか　はるほ 常翔啓光学園 3年

Mー21 髙原　漣 たかはら　れん 常翔啓光学園 2年

Mー15 山野内　悠人 やまのうち　ゆうと 常翔啓光学園 2年

Mー9 木下　景太 きのした　けいた 近畿大学附属 2年

Mー3 寺井　悠真 てらい　ゆうま 常翔啓光学園 2年

滋賀県 Mー42 林　駿真 はやし　しゅんま 瀬田工業 2年

Mー36 山本　悠仁 やまもと　はると 瀬田工業 2年

Mー30 畑　裕斗 はた　ゆうと 東大津 1年

Mー24 中尾　陽翔 なかお　はると 石山 2年

Mー18 岩田　壮史 いわた　そうし 石山 1年

Mー12 服部　翔真 はっとり　とうま 石山 2年

Mー6 竹村　周也 たけむら　しゅうや 石山 2年

奈良県 Mー40 原田　宙 はらだ　そら 奈良 1年

Mー34 天尾　輝也 あまお　てるなり 王寺工業 3年

Mー28 岡﨑　龍馬 おかざき　りょうま 王寺工業 2年

Mー22 関口　颯 せきぐち　はやと 王寺工業 3年

Mー16 土居　優貴弥 どい　ゆきや 王寺工業 3年

Mー10 藤本　翔磨 ふじもと　しょうま 王寺工業 1年

Mー4 池田　朔斗 いけだ　さくと 王寺工業 2年

和歌山県 Mー38 津村　恭作 つむら　つかさ 和歌山 1年

Mー32 神前　壮汰 こうざき　そうた 和歌山 1年

Mー26 梛木　柚人 なぎ　ゆうと 和歌山 2年

Mー20 冷水　凜太朗 しみず　りんたろう 和歌山 1年

Mー14 田中　健介 たなか　けんすけ 和歌山 2年

Mー8 小林　知暉 こばやし　ともき 和歌山 2年

Mー2 西　涼太 にし　りょうた 和歌山 2年

京都府 Mー41 EliottL'hostis 1年

Mー35 宮本　幹大 みやもと　かんた 3年

Mー29 安藤　凛 あんどう　りん 乙訓 2年

Mー23 圓増　響心 えんそう　きょうご 2年

Mー17 石田　晃丸 いしだ　あきまる 1年

Mー11 久保　歩夢 くぼ　あゆむ 北桑田 1年

Mー5 塩川　拓己 しおかわ　たくみ 北桑田 1年

えりおっと ろすてぃす 京都先端科学大学附属

舞鶴工業高等専門学校

京都先端科学大学附属

舞鶴工業高等専門学校



女子

顧問

府県 ゼッケン 名前 なまえ 学校名 学年

兵庫県 Wー25 金岡　葵 神戸龍谷 2年

Wー19 辻村　悠花 舞子 2年

Wー13 西　美優 星陵 2年

Wー7 松尾　玲果 夢野台 1年

Wー1 太田　乃愛 柏原 2年

大阪府 Wー27 大川　花愛 常翔啓光学園 3年

Wー21 森本　明 常翔啓光学園 2年

Wー15 栖川　愛生 追手門学院 1年

Wー9 坪倉　由依 常翔啓光学園 1年

Wー3 亀田　帆希 常翔啓光学園 2年

滋賀県 Wー30 稲田　和華 草津東 2年

Wー24 木村　優希 大津商業 1年

Wー18 田村　芽生菜 石山 2年

Wー12 村田　柚 彦根翔西館 3年

奈良県 Wー28 上垣　菜々佳 奈良大学附属 1年

Wー22 新家　小雪 桜井 3年

Wー16 坂本　桜 郡山 1年

Wー10 坂本　楓 郡山 1年

和歌山県 Wー26 井口　愛心里 新宮 2年

Wー20 高橋　継海 和歌山 2年

Wー14 山川　侑華 向陽 1年

Wー8 太田　悠の奈 和歌山 2年

Wー2 石水　優衣 和歌山 2年

京都府 Wー29 西口　波音 嵯峨野 1年

Wー23 平藤　絢音 乙訓 1年

Wー17 城　和奏 1年

Wー11 田中　妃茉莉 1年

Wー5 池田　映蓮 洛東 3年

府県 監督氏名 学校名 府県 監督氏名 学校名

兵庫県 尾﨑竜平 夢野台 奈良県 菊田英雅 奈良大学附属

山崎篤史 尼崎双星 中尾　考周 奈良

今井 康真 岡本　真 王寺工業

三浦　巡 舞子 木山　康史 郡山

合田　和史 星陵 戸田　忠典 桜井

松井　応式 琴丘 滋賀県 畦﨑　光 東大津

木村眞澄 神戸龍谷 臼井荘嗣 瀬田工業

原孝拓 柏原 山本　将 彦根翔西館

船越義晴 蒼開 北村紘大 草津東

大阪府 岡井  里佳 高石 長谷川真一郎 大津商業

小山正子 近畿大学附属 辻本　唯晃 石山

川村剣士郎 追手門学院 京都府 日下義晴

北田　広明 常翔啓光学園 鈴木　享子 洛東

和歌山県 井口　登希央 新宮 西　佑介

宮脇倫生 向陽 河端梓 乙訓

林　靖之 和歌山 稲村玲士 北桑田

谷口　悟 嵯峨野

かなおか　あおい

つじむら　はるか

にし　みひろ

まつお　れいか

おおた　のあ

おおかわ　かな

もりもと　めい

すがわ　めい

つぼくら　ゆい

かめだ　ほまれ

いなだ　わか

きむら　ゆうき

たむら　めいな

むらた　ゆう

うえがき　ななか

しんけ　こゆき

さかもと　さくら

さかもと　かえで

いぐち　あみり

たかはし　つぐみ

やまかわ　ゆうか

おおた　ゆのな

いしみず　ゆい

にしぐち　はのん

ひらとう　あやね

じょう　わかな 舞鶴工業高等専門学校

たなか　ひまり 舞鶴工業高等専門学校

いけだ　えれん

京都先端科学大学附属

舞鶴工業高等専門学校

神戸山手グローバル



男子競技順

登攀順 名前 ふりがな No 府県 学校名

1 森　駿翔 もり　はやと Mー1 兵庫県 夢野台

2 西　涼太 にし　りょうた Mー2 和歌山県 和歌山

3 寺井　悠真 てらい　ゆうま Mー3 大阪府 常翔啓光学園

4 池田　朔斗 いけだ　さくと Mー4 奈良県 王寺工業

5 塩川　拓己 しおかわ　たくみ Mー5 京都府 北桑田

6 竹村　周也 たけむら　しゅうや Mー6 滋賀県 石山

7 中井　凛太朗 なかい　りんたろう Mー7 兵庫県 夢野台

8 小林　知暉 こばやし　ともき Mー8 和歌山県 和歌山

9 木下　景太 きのした　けいた Mー9 大阪府 近畿大学附属

10 藤本　翔磨 ふじもと　しょうま Mー10 奈良県 王寺工業

11 久保　歩夢 くぼ　あゆむ Mー11 京都府 北桑田

12 服部　翔真 はっとり　とうま Mー12 滋賀県 石山

13 村山　雄祐 むらやま　ゆうすけ Mー13 兵庫県 夢野台

14 田中　健介 たなか　けんすけ Mー14 和歌山県 和歌山

15 山野内　悠人 やまのうち　ゆうと Mー15 大阪府 常翔啓光学園

16 土居　優貴弥 どい　ゆきや Mー16 奈良県 王寺工業

17 石田　晃丸 いしだ　あきまる Mー17 京都府 舞鶴工業高等専門学校

18 岩田　壮史 いわた　そうし Mー18 滋賀県 石山

19 池田　彩人 いけだ　あやと Mー19 兵庫県 蒼開

20 冷水　凜太朗 しみず　りんたろう Mー20 和歌山県 和歌山

21 髙原　漣 たかはら　れん Mー21 大阪府 常翔啓光学園

22 関口　颯 せきぐち　はやと Mー22 奈良県 王寺工業

23 圓増　響心 えんそう　きょうご Mー23 京都府 京都先端科学大学附属

24 中尾　陽翔 なかお　はると Mー24 滋賀県 石山

25 林　優太 はやし　ゆうた Mー25 兵庫県 琴丘

26 梛木　柚人 なぎ　ゆうと Mー26 和歌山県 和歌山

27 時岡　覇帆 ときおか　はるほ Mー27 大阪府 常翔啓光学園

28 岡﨑　龍馬 おかざき　りょうま Mー28 奈良県 王寺工業

29 安藤　凛 あんどう　りん Mー29 京都府 乙訓

30 畑　裕斗 はた　ゆうと Mー30 滋賀県 東大津

31 菅　哉翔 かん　かなと Mー31 兵庫県 尼崎双星

32 神前　壮汰 こうざき　そうた Mー32 和歌山県 和歌山

33 森芳　莉久 もりよし　りく Mー33 大阪府 常翔啓光学園

34 天尾　輝也 あまお　てるなり Mー34 奈良県 王寺工業

35 宮本　幹大 みやもと　かんた Mー35 京都府 舞鶴工業高等専門学校

36 山本　悠仁 やまもと　はると Mー36 滋賀県 瀬田工業

37 水谷　生 みずたに　せい Mー37 兵庫県 神戸山手グローバル

38 津村　恭作 つむら　つかさ Mー38 和歌山県 和歌山

39 東口　督 ひがしぐち　とく Mー39 大阪府 高石

40 原田　宙 はらだ　そら Mー40 奈良県 奈良

41 えりおっと ろすてぃす Mー41 京都府 京都先端科学大学附属

42 林　駿真 はやし　しゅんま Mー42 滋賀県 瀬田工業

EliottL'hostis



女子競技順

登攀順 名前 ふりがな No 府県 学校名

1 太田　乃愛 おおた　のあ Wー1 兵庫県 柏原

2 石水　優衣 いしみず　ゆい Wー2 和歌山県 和歌山

3 亀田　帆希 かめだ　ほまれ Wー3 大阪府 常翔啓光学園

4 池田　映蓮 いけだ　えれん Wー5 京都府 洛東

5 松尾　玲果 まつお　れいか Wー7 兵庫県 夢野台

6 太田　悠の奈 おおた　ゆのな Wー8 和歌山県 和歌山

7 坪倉　由依 つぼくら　ゆい Wー9 大阪府 常翔啓光学園

8 坂本　楓 さかもと　かえで Wー10 奈良県 郡山

9 田中　妃茉莉 たなか　ひまり Wー11 京都府

10 村田　柚 むらた　ゆう Wー12 滋賀県 彦根翔西館

11 西　美優 にし　みひろ Wー13 兵庫県 星陵

12 山川　侑華 やまかわ　ゆうか Wー14 和歌山県 向陽

13 栖川　愛生 すがわ　めい Wー15 大阪府 追手門学院

14 坂本　桜 さかもと　さくら Wー16 奈良県 郡山

15 城　和奏 じょう　わかな Wー17 京都府

16 田村　芽生菜 たむら　めいな Wー18 滋賀県 石山

17 辻村　悠花 つじむら　はるか Wー19 兵庫県 舞子

18 高橋　継海 たかはし　つぐみ Wー20 和歌山県 和歌山

19 森本　明 もりもと　めい Wー21 大阪府 常翔啓光学園

20 新家　小雪 しんけ　こゆき Wー22 奈良県 桜井

21 平藤　絢音 ひらとう　あやね Wー23 京都府 乙訓

22 木村　優希 きむら　ゆうき Wー24 滋賀県 大津商業

23 金岡　葵 かなおか　あおい Wー25 兵庫県 神戸龍谷

24 井口　愛心里 いぐち　あみり Wー26 和歌山県 新宮

25 大川　花愛 おおかわ　かな Wー27 大阪府 常翔啓光学園

26 上垣　菜々佳 うえがき　ななか Wー28 奈良県 奈良大学附属

27 西口　波音 にしぐち　はのん Wー29 京都府 嵯峨野

28 稲田　和華 いなだ　わか Wー30 滋賀県 草津東

舞鶴工業高等専門学校

舞鶴工業高等専門学校



  



  


